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⑤ 本工事の実施  
















た。それらは樹脂及び FRP の耐食性とコンクリートと樹脂の接着の 2 点に要約される。 
前者については、主として工法選定時の腐食性液への浸漬により生じた問題点について検討した。


















































① 一般の工業排水も流入する公共下水道および下水処理場では、溶存 H2S の果たす役割が大きく、 
















5) 樹脂および FRP の劣化の定量的評価方法（FT-IR または超音波顕微鏡）を提案している。 
6) 本提案のコンクリート防食法で処理された幹線管渠および処理場施設は、供用後ほぼ 15 年余経過 
 しているが、異常は認められず、適切な対策法である。 
 このような内容は、多くのコンクリート製社会生活基盤施設の維持管理だけでなく、現在、日本に 
ある約 25 兆円といわれる農業水利施設ストックの維持管理にも大きく寄与するものと期待される。し 
たがって、本論文が学位論文として十分な価値を有するものと判定できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
